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２
月
　
日
（
日
）
仁
田
子
の
西
村
民
俗

21

資
料
館
で
、
「
と
つ
げ
き
！
甲
佐
の
資
料

館
！
む
か
し
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
」

と
題
し
て
、
同
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
道
具
な
ど
を
利
用
し
て
の
体
験
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昔
の
人
が
暮
ら
し
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
道
具
を
使
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た

の
か
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

人
の
知
恵
や
技
術
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

た
歴
史
と
文
化
を
振
り
返
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
。

　
体
験
会
で
は
、
同
資
料
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
道
具
な
ど
の
展
示
や
、
実
際
に
道

具
を
使
っ
て
作
業
を
行
う
体
験
教
室
を
実

施
。
町
文
化
財
保
護
委
員
と
仁
田
子
老
人

会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
約

　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

80　
資
料
館
内
で
は
、
昭
和
初
期
の
民
具
や

農
具
な
ど
約
２
０
０
点
を
展
示
。
展
示
品

に
は
、
道
具
名
と
使
用
目
的
・
方
法
を
記

昔昔
のの
暮暮
らら
しし
をを
体体
験験
しし
てて
みみ
よよ
うう
！！

西
村
民
俗
資
料
館
で
「
と
つ
げ
き
！
甲
佐
の
資
料
館
！
」
を
開
催

　
昔
の
人
は
、
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
、
機
械
化
さ
れ
る
前

は
ど
ん
な
道
具
を
使
っ
て
い
た
の
か
、
ど
ん
な
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
生
活
し
て
い
た
の
か
。

　
西
村
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
昔
の
道
具
な
ど
を
実
際
に

使
っ
て
、
昔
の
暮
ら
し
の
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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●西村民俗資料西村民俗資料館館（仁田子） 　西村民俗資料館は、1984（昭和59）年10月に西村一

生さんから町に寄付された施設で、敷地内には収蔵庫

も設置されています。現在までに町教育委員会が収集

した200点以上の民俗資料が保管され、農林業や養蚕

などの歴史的・文化的な道具が収められています。

　資料館は、もともとは西村さんの家屋で、1877（明

治10）年の西南戦争時に一度焼かれた後、翌年に建て

られました。建築設計は、当時の地主用として建てら

れたもので、土間を広く作ってあるのが特徴的です。

建築にあたっては鉄釘を一切使用せず、くり込み式を

用いてあります。また、家屋裏にある蔵は、天保６

(1835)年に建てられたものが、現在まで残っています。

　敷地内にある西村展蔵氏の顕彰碑は、同氏が上海大

道政府の最高顧問を務めた際の友人や同氏の門下生ら

により、1970（昭和45）年に建てられました。碑文は、

鈴木貫太郎内閣時の書記官長・迫水久常氏(同氏の門

下生の一人)によるものです。

入
し
た
札
を
付
け
て
公
開
し
、
町
文
化
財

保
護
委
員
に
よ
る
道
具
に
つ
い
て
の
詳
し

い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
学
す
る
高

齢
者
か
ら
は
、
昔
の
生
活
に
お
い
て
必
需

品
だ
っ
た
道
具
を
眺
め
て
は
懐
か
し
い
話

が
飛
び
出
し
、
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
ま
た
屋
外
で
は
、
実
際
に
道
具
を
使
っ

て
の
体
験
教
室
を
開
催
。
唐
箕
（
と
う

み
）
な
ど
を
使
っ
た
農
作
業
や
引
き
臼
に

よ
る
粉
引
き
、
む
し
ろ
編
み
、
縄
な
い
な

ど
の
作
業
体
験
や
、
竹
馬
遊
び
や
こ
ま
回

し
、
竹
と
ん
ぼ
遊
び
な
ど
昔
の
遊
び
体
験

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
教
室
で
は
、
仁

田
子
老
人
会
の
皆
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
、
機
械
化
さ
れ
る
前
の
昔
の
農
業
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
唐
箕
を
動
か

し
て
み
た
り
、
縄
な
い
を
し
た
り
し
て
昔

の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

▼
西
村
民
俗
資
料
館
に
関
す
る
お
問
い
合

　
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
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１
月
　
日
（
水
）
甲
佐
小
学
校

27

（
吉
見
和
洋
校
長
２
０
５
人
）
で
、

ふ
れ
あ
い
給
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同

会
は
、
全
国
学
校
給
食
週
間

（
１
月
　
日
（
日
）
～
　
日
（
土
）
）

24

30

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
。

同
小
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
３
・
４
年

生
が
、
奥
名
克
美
町
長
、
師
富
省
三

副
町
長
、
溜
渕
誠
也
町
教
育
長
と
一

緒
に
給
食
を
食
べ
て
交
流
。
こ
の
日

の
献
立
の
米
粉
パ
ン
、
ポ
ト
フ
、
サ

ラ
ダ
、
牛
乳
、
手
作
り
ゼ
リ
ー
を
食

べ
な
が
ら
、
給
食
や
学
校
生
活
な
ど

に
つ
い
て
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
中
林
健
次
所
長
）
で
は
、
学
校
給

食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
内

児
童
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
標
語

な
ど
の
作
品
を
募
集
し
、
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

葛
奥
名
町
長
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
会
話
を

弾
ま
せ
て
給
食
を
食
べ
る
甲
佐
小
児
童

葛
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
説
明
会

い
つ
も
給
食
お
い
し
い
ね
　
　
　

全
国
学
校
給
食
週
間
で
甲
佐
小
が
ふ
れ
あ
い
給
食
会
開
催

２
月
　
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ

23

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
、
高
齢
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

御
船
警
察
署
の
主
催
。
同
署
管
内

の
行
政
関
係
者
、
老
人
施
設
関
係
者
、

企
業
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
は
、
行
政
機
関
や
各
種
団
体
、
地

域
社
会
が
連
携
し
て
高
齢
者
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
、
見
守
り
や
安
否

確
認
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
事
故
や

事
件
に
対
し
て
適
切
な
対
処
を
図
る

た
め
に
構
築
す
る
連
携
体
制
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
情
報

を
収
集
・
発
信
し
、
高
齢
者
の
安

全
・
安
心
を
図
り
ま
す
。

本
山
秀
樹
署
長
は
「
九
州
初
の
試

み
で
前
例
の
な
い
も
の
だ
が
、
関
係

企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

高
齢
者
を
連
携
・
協
働
し
て
見
守
る

高
齢
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
説
明
会

統
合
甲
佐
小
学
校
体
育
館
改
築
工

事
が
し
ゅ
ん
工
し
、
２
月
　

日
10

（
水
）
甲
佐
小
学
校
（
吉
見
和
洋
校

長
２
０
５
人
）
の
新
体
育
館
で
し
ゅ

ん
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
町
が
主
催
。
発
注
者
の

奥
名
克
美
町
長
を
は
じ
め
、
町
執
行

部
、
町
教
育
関
係
者
、
町
議
会
議
員
、

請
負
業
者
な
ど
約
　
人
が
出
席
。
奥

70

名
町
長
が
「
旧
体
育
館
は
老
朽
化
が

激
し
く
耐
震
強
度
不
足
の
た
め
、
新

体
育
館
を
建
築
し
ま
し
た
。
学
校
教

育
で
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
地
域
か

ら
の
要
望
や
社
会
体
育
へ
の
対
応
な

ど
を
考
慮
し
た
利
便
性
の
高
い
も
の

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
工
事
は
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
と
し
て
、
昨
年
６
月
　
日
（
月
）

22

に
入
札
。
予
定
価
格
は
３
億
５
，
３

８
２
万
９
，
０
０
０
円
で
、
和
久
田

建
設
株
式
会
社
が
３
億
３
７
６
万
３
，

０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
税
抜
き
）
で

落
札
し
ま
し
た
。

新
体
育
館
は
、
延
べ
床
面
積
１
，

５
０
０
平
方
㍍
で
旧
体
育
館
の
約

１
・
５
倍
の
広
さ
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
）
平
屋
建
て

で
、
ア
リ
ー
ナ
部
に
は
観
覧
席
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼完成した甲佐小学校の新体育館。延べ床面積は1,500平方㍍。

統合甲佐小体育館が完成
統合甲佐小学校体育館しゅん工式
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２
月
　
日
（
日
）
第
　
回
郡
市
対

14

36

抗
熊
日
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
上

益
城
郡
チ
ー
ム
が
前
回
に
引
き
続
き

優
勝
し
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
熊
本
陸
上
競
技
協

会
・
熊
本
日
日
新
聞
社
主
催
。
天
草

市
役
所
前
か
ら
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館

前
（
熊
本
市
）
ま
で
の
　
区
間
１
０

14

５
・
３
㌔
で
争
わ
れ
、　

チ
ー
ム
が

19

出
場
。
郡
チ
ー
ム
が
５
時
間
　
分
２

25

秒
で
２
年
連
続
３
度
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
６
人
が
選
出
さ
れ
、

４
人
が
出
場
。
１
区
は
、
梅
本
祥
太

競
技
者
（
甲
佐
中
１
年
・
和
田
内

区
）
が
４
位
で
力
走
。
６
区
を
岡
本

峻
悟
競
技
者
（
宮
崎
産
業
経
営
大
１

年
・
古
閑
区
）
が
区
間
８
位
で
つ
な

ぎ
、
９
区
の
粟
田
嶺
競
技
者
（
熊
本

工
高
２
年
・
上
早
川
一
区
）
と
　
区
12

の
米
村
崇
志
競
技
者
（
熊
本
工
高
２

年
・
芝
原
区
）
が
区
間
１
位
の
走
り

で
後
続
を
引
き
離
し
て
独
走
態
勢
を

築
き
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

粟
田
競
技
者
は
、
大
会
最
優
秀
競

技
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
藤
大
貴
競
技
者
（
御
船

高
３
年
・
下
豊
内
区
）
と
荒
田
昇
輝

競
技
者
（
甲
佐
中
２
年
・
浅
井
区
）

も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

郡市対抗駅伝で連覇　　
最優秀選手に粟田嶺競技者（上早川一区）

２
月
　
日
（
水
）
甲
佐
町
放
課
後

17

子
ど
も
教
室
「
乙
女
小
ま
つ
や
ま

塾
」
で
、
廃
材
を
使
っ
た
小
屋
づ
く

り
体
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
塾
は
、
放
課
後
に
地
域
住
民
の

参
加
協
力
を
得
て
勉
強
や
体
験
学
習

な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
で
子

ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的

に
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
。
毎
週

水
・
金
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
小
屋
づ
く
り
体
験
は
、
電

柱
な
ど
の
廃
材
を
利
用
し
て
同
塾
の

農
場
で
建
築
開
始
。
児
童
た
ち
は
、

の
こ
ぎ
り
や
の
み
を
使
っ
て
建
材
を

整
え
、
棟
上
げ
ま
で
行
い
ま
し
た
。

同
塾
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
る
宮
本
松
雄
さ
ん
（
南
三
箇
区
）

は
「
家
の
手
作
り
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
、
児
童
の
可
能
性
を
広
げ
て
あ
げ

た
い
。
完
成
し
た
ら
宿
泊
体
験
な
ど

を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ん

で
あ
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
乙
女
小
ま
つ
や
ま
塾
の
農
場
に
子
ど

▲

も
の
小
屋
を
建
て
始
め
た
児
童
た
ち

廃
材
を
使
っ
た
小
屋
づ
く
り
に
挑
戦

乙
女
小
ま
つ
や
ま
塾

２
月
７
日
（
日
）
宇
城
市
で
第
８

回
熊
本
県
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

下
田
口
区
の
家
族
コ
ー
ラ
ス
「
左
座

家
」
が
Ｍ
Ｉ
Ｐ
（
最
も
感
動
的
な

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
熊
本
県
合
唱
連
盟
の

主
催
。
　

グ
ル
ー
プ
が
出
場
し
、
少

51

人
数
編
成
で
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
。

童
謡
「
七
つ
の
子
」
な
ど
を
演
奏
し

た
「
左
座
家
」
は
同
賞
受
賞
に
よ
り
、

今
月
　
日
（
土
）
か
ら
福
島
県
で
開

20

催
さ
れ
る
第
３
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
、
県
代

表
と
し
て
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

大
会
を
振
り
返
り
、
代
表
の
守
さ

ん
は
、
「
第
１
回
大
会
出
場
を
き
っ

か
け
に
家
族
で
の
活
動
を
始
め
た
の

で
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
と
い
う
結
果
は
非
常
に

う
れ
し
い
。
全
国
大
会
で
は
、
熊
本

の
最
優
秀
団
体
の
名
に
恥
じ
な
い
演

奏
を
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

磨
か
れ
た
家
族
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
　

家
族
コ
ー
ラ
ス
「
左
座
家
」
が
県
大
会
で
最
優
秀
団
体

葛
「
左
座
家
」
の
（
左
か
ら
）
由
紀
さ
ん
、

彰
さ
ん
、
彩
音
さ
ん
、
守
さ
ん

▲上益城郡チームに選出された（写真前列左から）伊藤、梅
本、荒田、（後列左から）米村、岡本、粟田の各競技者
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町住民生活課　志096-234-1111(内線108)

興
 平
成
　
年
度
国
民
健
康
保
険

22

　
 被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す

●
被
保
険
者
証
の
切
り
替
え
を
 

　
お
忘
れ
な
く

　
現
在
交
付
し
て
い
ま
す
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者
証
）
の
有

効
期
限
は
、
３
月
　
日
（
水
）
ま
で
と

31

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
下
記
の
日
程
で
、
平
成
　22

年
度
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
世
帯
主

は
、
指
定
さ
れ
た
日
時
お
よ
び
場
所
に
、

現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

に
な
り
、
必
ず
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

※
当
日
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
家
族

以
外
の
代
理
人
に
被
保
険
者
証
の
受

け
取
り
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

※
交
付
日
程
の
時
間
に
、
指
定
の
場
所

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

後
日
、
町
住
民
生
活
課
窓
口
で
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
　
年
度
か
ら
被
保
険
者
証
 

22

　
が
カ
ー
ド
方
式
に
な
り
ま
す

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
世
帯
単
位
の
被

22

保
険
証
か
ら
個
人
単
位
で
ご
利
用
い
た

だ
け
る
カ
ー
ド
式
の
被
保
険
証
に
変
わ

り
ま
す
。

喰 National Health Insurance

民健康保険国

■平成22年度国民健康保険被保険者証の交付日程

場所行政区名時間月日場所行政区名時間月日

船津公民館船津区９:00～９:20

３
月
　
日
（
木
）

25

本坂谷公民館本坂谷区９:25～９:40

３
月
　
日
（
火
）

23

麻生原公民館麻生原区９:30～９:50谷内公民館谷内区･堂ノ原区･鹿里区９:50～10:05

世持公民館世持区10:00～10:20広瀬公民館広瀬区10:15～10:30

南三箇公民館南三箇区10:30～10:50西原集会所西原区･井戸江区（柳瀬のみ）10:40～10:55

中山公民館中山区11:00～11:20小鹿集会所小鹿区11:05～11:20

津志田公民館津志田区11:30～11:50宮内集会所上揚区･安平区･井戸江区11:30～11:50

上田口公民館上田口区13:30～13:50上豊内公民館上豊内区13:30～13:50

下田口公民館下田口区14:00～14:20下豊内公民館下豊内区14:00～14:20

田原公民館田原区14:30～14:50東寒野公民館東寒野区14:30～14:50

府領公民館府領区15:00～15:20西寒野公民館西寒野区15:00～15:20

和田内公民館和田内区15:30～15:50町総合保健福祉センター岩下一区・二区15:30～15:50

辺場公民館辺場区９:30～９:50

３
月
　
日
（
金
）

26

町トレーニングセンター中横田区（内田･庄分･立神）９:00～９:20

３
月
　
日
（
水
）

24

糸田公民館糸田区10:00～10:20下横田公民館下横田区９:30～９:50

北早川公民館北早川区10:30～10:50浅井公民館浅井区10:00～10:20

早川公民館早川区11:00～11:20中尾公民館中横田区（目野･宮ノ尾･中尾）10:30～10:50

中早川集会所中早川区11:30～11:50有安公民館有安区11:00～11:20

吉田公民館吉田区13:30～13:50横田公民館横田区11:30～11:50

芝原公民館芝原区14:00～14:20上早川公民館上早川一区・二区13:30～13:50

山出公民館古閑区･八丁区･山出区14:30～14:50上早川公民館上早川三区・四区14:00～14:20

六谷公民館上早川五区15:30～15:50大町公民館大町区14:30～14:50

町総合保健福祉センター仁田子区・緑町区15:00～15:30
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興
 戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル

　
 対
策
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
農
林
水
産
省
で
は
、
自
給
率
向
上
の

た
め
に
麦
や
大
豆
、
米
粉
用
米
な
ど
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
助
成
体
系
の
下

で
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、
水
田
農

業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
に
恒
常
的

に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に
対
し
て
補

て
ん
す
る
対
策
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

●
自
給
率
向
上
事
業
（
水
田
利
活

　
用
自
給
力
向
上
事
業
）

　
交
付
対
象
者
は
、
交
付
対
象
作
物
を

生
産
す
る
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織
で
、

米
の
生
産
数
量
目
標
の
達
成
に
関
わ
ら

ず
助
成
し
ま
す
が
、
調
整
水
田
な
ど
の

不
作
付
地
は
助
成
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

(

◎
交
付
単
価
 　
㌃
当
た
り)

 

10

・
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

　
３
５
，
０
０
０
円

・
新
規
需
要
米
（
米
粉
用
・
飼
料
用
・

　
飼
料
稲
）

　
８
０
，
０
０
０
円

・
そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

　
２
０
，
０
０
０
円

・
そ
の
ほ
か
の
作
物

　
１
０
，
０
０
０
円
程
度

・
二
毛
作
助
成

　
１
５
，
０
０
０
円

※
捨
て
作
り
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
米
の
モ
デ
ル
事
業
（
米
戸
別
所

　
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
）

　
交
付
対
象
者
は
、「
生
産
数
量
目
標

の
範
囲
内
」
で
主
食
用
米
を
生
産
し
た

販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
う
ち
、
水
稲

共
済
へ
の
加
入
者
ま
た
は
平
成
　
年
度

21

で
の
出
荷
・
販
売
実
績
が
あ
る
人
で
、

交
付
対
象
面
積
は
、
主
食
用
米
の
作
付

面
積
か
ら
、
自
家
用
米
分
と
し
て
一
律

　
㌃
を
差
し
引
い
た
面
積
に
な
り
ま
す
。

10◎
交
付
単
価
（
　
㌃
当
た
り
）

10

・
定
額
部
分

　
１
５
，
０
０
０
円
（
当
年
産
米
の
販

　
売
価
格
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
交
付
）

・
変
動
部
分

　
平
成
　
年
産
米
の
販
売
価
格
が
、
過

22

去
３
年
間
の
平
均
販
売
価
格
を
下

回
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
額

を
基
に
算
定
し
交
付
。

●
加
入
申
し
込
み
と
支
払
い
に
つ
い
て

　
交
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
加
入

申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。
交

付
金
は
、
国
か
ら
農
業
者
が
指
定
し
た

口
座
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

　
加
入
申
し
込
み
は
４
月
か
ら
６
月
ま

で
で
、
交
付
金
は
　
月
か
ら
翌
年
３
月

12

ま
で
の
間
に
支
払
い
ま
す
。

町産業振興課　志096-234-1111(内線155)町教育委員会社会教育課　志096-234-2447

興
 こ
こ
ろ
豊
か
に
共
に
生
き
る
Ⅱ

　
  シ
リ
ー
ズ
⑨

●
人
間
に
は
一
人
ひ
と
り
役
割
が

　
あ
り
ま
す

　
鳥
取
大
学
医
学
部
教
授
　
藤
井
輝
明

　
人
間
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
顔
の
表

情
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
た
ま

た
ま
顔
に
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
下
を
向
い
て
歩
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
引
け
め
意

識
を
持
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
、
非
常
に
お
か
し

な
話
で
す
。
私
は
顔
に
血
管
腫
と
い
う

病
気
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
た
ま
た

ま
そ
う
い
う
障
が
い
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
、
そ
れ
も
一
つ
の
個
性
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、「
熊
本
県
容
貌
障

害
者
家
族
会
」
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
会
は
顔
に
あ
ざ
・
疾
患

を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

「
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
顔
を
持
っ

て
い
る
。
た
ま
た
ま
疾
患
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
哀
れ
み
を
受
け
た
り
、
否

定
的
な
目
で
見
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い

で
は
な
い
か
。
私
た
ち
は
こ
の
顔
を
誇

り
に
思
っ
て
、
堂
々
と
生
き
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
」。
こ
う
い
う
前
向
き
な

意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
こ
の
会
に
は
、

遺
伝
疾
患
、
外
傷
、
や
け
ど
、
交
通
事

故
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
に
よ
っ
て
裂
傷

を
負
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
顔
に
傷
の
あ
る
人
と
接
し
た
時
に
、

安
易
な
慰
め
や
励
ま
し
は
禁
物
で
す
。

ま
ず
、
当
事
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
ほ

し
い
。
決
し
て
わ
か
っ
た
よ
う
な
こ
と

を
言
う
必
要
は
な
い
の
で
す
。
人
間
は

生
き
て
い
る
限
り
、
必
ず
、
社
会
な
り

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
多
く
の
人
た

ち
の
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

人
は
生
き
て
い
る
限
り
価
値
が
あ
り
ま

す
。
当
事
者
が
近
く
に
お
ら
れ
る
場
合

は
、
ぜ
ひ
、
そ
の
人
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、「
あ
な
た
の
こ
と
を
大
事
に
思
っ

て
く
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

と
対
話
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
間
に
は
、
必
ず
「
自
尊
感
情
」

（
自
分
を
尊
ぶ
感
情
）
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
顔
に
障
が
い
や
ハ
ン
デ
ィ

を
受
け
て
落
ち
込
ん
で
い
る
中
で
も
、

「
あ
な
た
の
こ
と
を
大
事
に
思
っ
て
く

れ
て
い
る
人
が
必
ず
い
る
の
だ
か
ら
、

あ
な
た
自
身
、
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を

も
う
一
回
見
つ
め
直
し
て
、
前
向
き
に

生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。
そ
う
い
う

こ
と
を
、
ご
く
自
然
な
会
話
の
中
で
、

肩
ひ
じ
張
ら
ず
、
さ
り
げ
な
く
言
え
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

喰 Agriculture

業農
喰 Human Rights

権人
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●町民大学　講話および閉講式

・日時

　３月30日（火）午前10時

・会場

　町生涯学習センター・ホール

・講話

　○演題

　　「肩、腰、ひざの痛みの解消法

　　  について」

　○講師

　　松尾 洋さん（くまもと健康支

　　援研究所長）

・閉講式　午前11時30分開式

　多くの皆さんの出席をお待ちして

います。

▼公民館主催講座のご案内

町民大学閉講式の開催について

PUBLIC HALL

　
１
月
　
日
（
水
）
の
第
４
回
町

27

民
大
学
は
、
県
農
業
公
園
（
合
志

市
）
を
訪
れ
「
植
木
市
見
学
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
の
Ｊ

Ａ
植
木
市
に
は
、
庭
木
や
花
、
鉢

物
な
ど
約
１
２
０
万
点
が
並
ぶ
と

と
も
に
、
農
産
物
や
加
工
品
な
ど

の
即
売
も
多
数
出
店
。
当
日
は
、

春
が
訪
れ
た
か
の
よ
う
な
暖
か
さ

に
恵
ま
れ
た
見
学
日
和
で
、
　

人
52

が
参
加
。
多
く
の
人
出
の
に
ぎ
わ

い
の
中
、
一
軒
一
軒
立
ち
寄
っ
て

お
目
当
て
の
苗
木
な
ど
を
前
に
生

産
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
り
、

各
地
の
特
産
品
を
試
食
し
た
り
し

て
、
買
い
物
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
　
歳
代
の
女
性
は
、「
毎
年
楽

60
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
植
木
市
を

通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
と

顔
見
知
り
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
、
買
い
物
袋
を
両
手
に
抱

え
て
会
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
（
土
）
の
「
こ
ど
も

13

講
座
」
は
、
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
」
と
題
し
て
、

町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で

ク
ラ
ン
チ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
　
人
。

20

　
白
と
黒
の
２
種
類
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
砕
い
て
湯
せ
ん
に
か
け
、

ゆ
っ
く
り
混
ぜ
て
溶
か
す
と
甘
い

香
り
が
漂
い
始
め
、
子
ど
も
た
ち

は
わ
く
わ
く
気
分
。
溶
か
し
た

チ
ョ
コ
に
シ
リ
ア
ル
を
混
ぜ
て
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
て
、
ク
ラ
ン

チ
チ
ョ
コ
バ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ョ
コ
が
固
ま
る
ま
で

の
時
間
を
利
用
し
て
、
ホ
イ
ッ
プ

ク
リ
ー
ム
を
使
っ
て
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
作
り

に
も
挑
戦
。
最
後
に
、
手
作
り

チ
ョ
コ
と
ケ
ー
キ
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
か
わ
い
ら
し
く
リ
ボ
ン
を
つ

け
て
完
成
し
ま
し
た
。

LIBRALY

が紹介する本は、『いのちの

えんぴつ』という本です。

　この本の主人公の加純ちゃんは、

10歳のとき、脳幹がはれてしまう病

気にかかってしまい、体にマヒが

残ってしまって、体のバランスをと

ることが難しくなり、車いすで生活

をしている女の子です。

　加純ちゃんは

体育の授業に参

加できないので、

小山内先生と一

緒に過ごしてい

ます。あるとき

加純ちゃんは、

小山内先生から

ドイツで買って

きたノートとえんぴつをもらいます。

そのノートに加純ちゃんは、思い通

りに動かない手で、「十二色」とい

う詩を書きます。

　私は、右手が動かなくなったら、

左手で字が書けるように練習をする

加純ちゃんをすごいなと思いました。

また、自分の車いすを押してくれる

友だちのまゆちゃんが、加純ちゃん

の手伝いをすることでほかの友だち

と遊べないことを、加純ちゃんはと

てもつらく思っていました。私は、

自分の体が不自由なんだから、他の

人に手伝ってもらってもいいと思う

のに、人への感謝の気持ちを忘れな

い心を持った加純ちゃんはえらいな

と思いました。

▼

第
４
回
町
民
大
学

「
植
木
市
見
学
」
を
開
催

▲大にぎわいの植木市を見学

　し、買物を満喫した参加者
▼

こ
ど
も
講
座

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

▲おいしくてかわいらしく完

　成した手作りお菓子

 ～～～～～ MMMMyyyyFFFFaaaavvvvoooorrrriiiitttteeeeSSSSttttoooorrrryyyy My Favorite Story ～～～～～

私私私私のののの私のおおおおおすすすすすすすすめめめめ図図図図すすめ図書書書書書
■

図
書
室
だ
よ
り
 ■

『いのちのいろえんぴつ』（豊島 加純詩/絵）

■町生涯学習センター図書室( 志096-234-2447)■開館時間 午前９時～午後５時■休館日 毎週火曜日、年末年始■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間■

10歳で脳腫瘍を発病し、車いすで通った
学校。広大な自然の中で少女がつづった
命の詩と絵をまとめた、生きることへの
素直な気持ちがいっぱいつまった一冊。

渡邉 奈々さん
〔大町区〕

今月の案内今月の案内人人

私

町教育委員会公民館事務局

　志096-234-2447
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３ 月 の 保 健 活３ 月 の 保 健 活 動動

興４か月・７か月児健診

　３月25日（木）　 午前９時

興１歳６か月児健診

　３月16日（火）　 午後１時

興３歳児健診

　３月16日（火）　 午後１時20分

興ＢＣＧ予防接種

　３月11日（木）　 午後１時30分

興３種混合予防接種

　３月２日（火）　 午後１時30分

　３月26日（金）　 午後１時30分

興甲友会

　３月30日（火）　 午前10時

▲

お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　志096-235-8711

栢
 　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
も
ワ
ク
チ
ン

19

64

　
 接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
国
の
要
綱
が
改
正
さ
れ
、
　
19

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
健
康
な
成
人
の
皆
さ
ん

64

も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
町
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
実
施
要
綱
」
を
改

正
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
費
用
の
実
費
負
担
に
つ
い
て
全
額

を
助
成
す
る
補
助
事
業
対
象
者
を
、
次
の
よ

う
に
拡
大
し
ま
し
た
。

栢
 接
種
費
用
に
関
す
る
実
費
負
担
の

　
 全
額
助
成
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
も
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
。

虚
甲
佐
町
に
居
住
す
る
人

許
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
健
康
な
成
人

19

64

距
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
町
民
税
非
課
税
世

　
帯
に
属
す
る
人

※
従
来
の
対
象
者
に
加
え
て
、
②
に
該
当
す

　
る
人
が
対
象
に
追
加
と
な
り
ま
す
。

栢
 助
成
を
受
け
る
に
は
、
申
請
手
続

　
 き
が
必
要
で
す

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
助
成
を
受
け
る

に
は
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
申
請

が
必
要
で
す
。

繋
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
接
種
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
申
請
書
な
ど
関
係
書
類
を
町

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

罫
申
請
書
な
ど
関
係
書
類
は
、
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
町
住
民
生
活
課
、
町
内

受
託
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

茎
申
請
時
に
は
、
被
接
種
者
あ
て
の
領
収
書

ま
た
は
医
療
機
関
か
ら
の
証
明
と
接
種
済

証
（
コ
ピ
ー
可
）
を
添
付
し
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
町

福
祉
課
か
ら
「
費
用
負
担
軽
減
確
認
書
」

の
交
付
を
受
け
て
町
内
受
託
医
療
機
関
に

提
出
す
れ
ば
、
無
料
（
窓
口
で
の
実
費
負

担
な
し
）
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
町
外
医
療
機
関
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）。

※
申
請
手
続
き
は
、
接
種
後
早
め
に
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

栢
 異
な
る
医
療
機
関
で
受
け
る
と
き

　
 は
差
額
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
、
同

じ
病
院
な
ど
で
２
回
接
種
を
受
け
た
場
合
の

接
種
費
用
は
、
６
，
１
５
０
円
で
す
。

　
た
だ
し
、
初
回
接
種
と
２
回
目
接
種
の
病

院
な
ど
が
異
な
る
場
合
の
費
用
は
７
，
２
０

０
円
と
な
り
、
そ
の
差
額
（
１
，
０
５
０

円
）
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

PUBLIC HEALTH

新型インフルエンザワクチン接種

補助事業対象者を拡大しました！

町総合保健福祉センター

町地域包括支援センター

志096-235-8711

CHILD

HEALTH CALENDAR

　　ゆら姉ちゃん、

沢山遊んでね！　　

松永  純  輝  くん
じゅん き

（中横田区）

〈父・研伺さん 母・明日香さん〉



10March 2010

　
現
在
の
経
済
状
況
に
よ
り
、
企
業

の
雇
用
調
整
な
ど
で
の
解
雇
や
継
続

雇
用
の
中
止
に
よ
る
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
や
中
高
年

齢
者
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
定
を

図
る
た
め
、
町
で
は
募
集
要
項
を
定

め
て
、
次
の
業
務
に
つ
い
て
、
緊
急

に
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
す
る
事
業

①
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

・
業
務
内
容

　
町
内
小
・
中
学
校
に
配
置
す
る
特

別
支
援
教
育
支
援
員

・
募
集
人
員

　
５
人

・
業
務
開
始
時
期

　
４
月

・
業
務
実
施
期
間

　
１
年
間

・
募
集
す
る
事
業
に
関
す
る
お
問
い

　
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

②
林
道
・
作
業
道
等
維
持
管
理
事
業

・
業
務
内
容

　
林
道
・
作
業
道
な
ど
の
草
刈
り
お

よ
び
側
溝
管
理
な
ど
の
作
業

・
募
集
人
員

　
　
人
15

・
業
務
開
始
時
期

　
４
月

・
業
務
実
施
期
間

　
６
か
月
間

・
募
集
す
る
事
業
に
関
す
る
お
問
い

　
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
４
）

③
一
般
事
務
事
業

・
業
務
内
容

　
一
般
事
務

※
町
福
祉
課
、
町
産
業
振
興
課
、
町

環
境
衛
生
課
に
配
置
を
予
定
し
て

し
ま
す
。

・
募
集
人
員

　
３
人

・
業
務
開
始
時
期

　
４
月

・
業
務
実
施
期
間

　
１
年
間

▼
募
集
期
限

　
３
月
　
日
（
金
）

19

▼
注
意
事
項

　
平
成
　
年
度
に
お
い
て
、
緊
急
雇

21

用
創
出
事
業
で
雇
用
さ
れ
た
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
通
算
で
１
年
以
内
の

雇
用
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
・
お
申
し
込
み
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
出
張
所

　
〒
８
６
１
‐
３
２
０
６

　
御
船
町
大
字
辺
田
見
３
９
５

　
志
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　（
内
線
２
２
６
）

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

は
、
法
律
に
よ
り
２
年
に
１
回
の
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
検
査
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
す
る
計
量
器
を
お
持
ち

の
人
は
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
４
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
午

16

10

後
３
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き

　
ま
す
。

▼
検
査
会
場

　
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ

館
」

▼
検
査
対
象
計
量
器

・
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用

　
す
る
も
の

・
病
院
、
薬
局
な
ど
で
調
剤
用
に
使

　
用
し
て
い
る
も
の

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
体

　
重
測
定
用
に
使
用
し
て
い
る
も
の

・
流
通
物
資
の
集
荷
、
出
荷
な
ど
に

　
使
用
す
る
も
の

・
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物
の
運
賃
算

　
出
用
に
使
用
す
る
も
の

・
農
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
生
産
物

▲

町総合保健福祉センター 志096-235-8711

志096-234-1161荒 瀬 病 院３月７日

志096-234-1248谷 田 病 院３月14日

志096-235-5600甲 佐 眼 科３月21日

志096-234-1161荒 瀬 病 院３月28日

日曜当番日 曜 当 番 医医

▲

町総務課 志096-234-1111(内線224)

　「ふるさと甲佐応援寄附金」にご協力いただ
き、誠にありがとうございました。
　町では、心温まるご好意を町の振興のために
大切に使わせていただきます。引き続き、多く
の皆様のご理解とご協力をお願いします。

▼平成21年度寄附金額合計
　177万2,000円　　　　　（２月15日現在）

ふるさと応援寄附金のおふるさと応援寄附金のお礼礼

●
 お
知
ら
せ
 ●

情 報

場広

姿町役場

　察096-234-1111（代表）

姿町教育委員会

（町生涯学習センター）

　察096-234-2447

姿町総合保健福祉センター

　察096-235-8711

姿町水道管理センター

　察096-234-0755

姿町民センター

　察096-234-2459

姿町学校給食センター

　察096-234-0255

姿町史編さん係

（町教育委員会社会教育課）

　察096-234-3310

姿町老人憩いの家

（鋤甲佐町社会福祉協議会）

　察096-234-0423

姿御船町甲佐町衛生施設組合

（クリーンセンター）

　察096-282-0688

姿上益城消防署

　察096-282-1955

姿御船警察署

　察096-282-1110

姿上益城広域連合

　察096-237-2891

姿県御船保健所

　察096-282-0016

姿県庁

　察096-383-1111

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
係
る
 

町
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

計

量

器

の

定

期

検

査

を

受

検

し

て

く

だ

さ

い
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な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る
も
の

▼
手
数
料

　
１
台
当
た
り
５
０
０
円
～
２
，
２

０
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
産
業
振
興
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
３
）

・
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
計
量
検
定

　
室

　
志
０
９
６
‐
３
６
９
‐
２
１
５
１

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
健
康
に

配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
飲

食
店
な
ど
を
「
く
ま
も
と
健
康
づ
く

り
応
援
店
」
と
し
て
１
６
２
店
を
指

定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
第
２
回
「
く
ま
も
と
健
康

づ
く
り
応
援
店
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
応
援
店
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
ご
参
加
・
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間

　
１
月
　
日
（
土
）
～
３
月
　
日

23

22

（
月
）

▼
応
募
方
法

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
い

る
応
援
店
の
中
か
ら
３
店
舗
を
利
用

し
、
応
募
用
紙
に
３
個
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
県
健
康
福
祉

部
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ
郵
送
、
ま

た
は
県
保
健
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
賞
品

　
静
岡
県
へ
の
往
復
ペ
ア
航
空
券
、

ホ
テ
ル
の
ペ
ア
宿
泊
券
、
県
産
の
こ

だ
わ
り
の
食
材
、
健
康
づ
く
り
応
援

店
の
食
事
　
㌫
割
引
券
な
ど

50

▼
応
募
用
紙

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
応
援
店
、

県
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
、

熊
本
市
を
除
く
県
保
健
所
、
町
住
民

生
活
課
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
締
め
切
り

　
３
月
　
日
（
水
）
消
印
有
効

24

▼
発
表

　
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
〒
８
６
２
‐
８
６
７
０

　
熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
　
番
１
号

18

　
志
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

・
県
御
船
保
健
所

　
志
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
補
充
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
募
集
期

間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
住
宅

　
下
横
田
団
地
１
戸
（
　
号
）
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▼
募
集
期
間

　
３
月
５
日
（
金
）
～
　
日
（
月
）

15

▼
入
居
時
期

　
４
月
（
予
定
）

▼
入
居
資
格

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
、
同
居
の
親

　
族
が
あ
る
こ
と
。

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
単
身
入
居
の
場
合
は
、
次
の
①
～

　
③
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
る
こ
と
。

①
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

31

　
の
人

②
「
身
体
障
害
者
手
帳
」（
１
～
４

　
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
の
被
保
護
者
の
人

・
世
帯
の
収
入
の
合
計
が
、
政
令
で

　
定
め
る
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

▼
家
賃
月
額

　
入
居
者
の
収
入
に
よ
り
、
家
賃
月

額
は
異
な
り
ま
す
。

※
最
低
家
賃
月
額
は
、
１
４
，
１
０

　
０
円
で
す
。

▼
提
出
書
類

　
町
営
住
宅
申
込
書
、
入
居
予
定
者

全
員
の
住
民
票
、
所
得
証
明
書
、
納

税
証
明
書

▼
注
意
事
項

　
申
込
者
が
募
集
戸
数
よ
り
多
い
場

合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

　（
内
線
１
６
３
）

　
苛
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
で

は
、
平
成
　
年
度
に
お
い
て
伝
統
文

22

化
こ
ど
も
教
室
を
開
催
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
と
は
、
現

在
ま
で
に
守
り
伝
え
ら
れ
た
伝
統
文

化
や
芸
能
を
、
将
来
に
わ
た
り
継
承

し
発
展
さ
せ
る
た
め
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
各
地
域
に

お
い
て
伝
統
文
化
を
体
験
・
修
得
さ

せ
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。

　
現
在
ま
で
に
多
く
の
団
体
が
申
請
、

採
択
を
う
け
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
ま
す
。

　
支
援
内
容
な
ど
詳
し
い
内
容
や
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　
３
月
　
日
（
金
）

12

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
志
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

・
苛
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会

　
志
０
３
‐
３
５
３
８
‐
７
２
６
１

交通事故件交通事故件数数

▲▲

町くらし安全推進町くらし安全推進室室(内線241)(内線241)

発 生 件 数種 別

（△１）４事故件数

（０）０死 者

（△１）５傷 者

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

出動火災件出動火災件数数

発 生 件 数種 別

（０）０家 屋

（１）１原 野

（０）０そ の 他

（１）１合計件数

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

クリーンセンターへのごみ搬入量(１月クリーンセンターへのごみ搬入量(１月))

前 年 比 較前 月 比 較搬 入 量種 別

８，２５０△２２，５３０１８５，２５０可 燃 ご み

△４，０６０△１１，９２０１６，８５０資 源 ご み

△１，５４０△３，０４０３，１３０粗 大 ご み

２，６５０△３７，４９０２０５，２３０合 計

※単位は州

▲▲

町環境衛生課町環境衛生課　 志志096-234-1111（内線242096-234-1111（内線242））

▲▲

町くらし安全推進町くらし安全推進室室(内線241)(内線241)

町
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を

募

集

し

ま

す

●
 募
集
 ●

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
の

開
催
団
体
の
募
集
に
つ
い
て

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

●
 開
催
 ●
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　ネット：４月10日（土）～14日

　（水）、②郵送・持参：４月12日

　（月）～21日（水）

・第１次試験日　６月20日（日）

○国税専門官採用試験

・受験資格　①昭和56年４月２日～平

　成元年４月１日生まれの者、②平成

　元年４月２日以降生まれで大学を卒

　業した者、平成23年３月までに卒業

　見込みの者および人事院が認める者

・受験申し込み受付期間　４月１日

　（木）～14日（水）

・第１次試験日　６月13日（日）

○労働基準監督官採用試験

・受験資格　①昭和56年４月２日～平

　成元年４月１日生まれの者、②平成

　元年４月２日以降生まれで大学を卒

　業した者、平成23年３月までに卒業

　見込みの者および人事院が認める者

・受験申し込み受付期間　４月１日

　（木）～14日（水）

・第１次試験日　６月13日（日）

○法務教官採用試験

・受験資格　①昭和56年４月２日～平

　成元年４月１日生まれの者、②平成

　元年４月２日以降生まれで大学・短

　大・高専を卒業した者、平成23年３

　月までに卒業見込みの者および人事

　院が認める者

・受験申し込み受付期間　４月１日

　（木）～14日（水）

・第１次試験日　６月13日（日）

▲

受験案内などの請求方法　返信用封

筒（角形２号で140円分（国税専門官

採用試験については120円分）の切手

をはり、あて先・請求する試験名を明

記したもの）を同封した封筒に、請求

する試験名を朱書きして送付してくだ

さい。

▲

請求・お問い合わせ先

・人事院九州事務局第二課試験係

　〒８１２‐００１３

　福岡市博多区博多駅東２‐11‐１

　志０９２‐４３１‐７７３３

・人事院国家公務員試験採用情報NAVI

　URL http://www.jinji.go.jp/saiyo

　　　/saiyo.htm

　自転車を盗まれないためには、「い

つでもどこでも愛錠２ロック」が基本

です。

○わずかな時間でも必ずロック！

　コンビニで買い物するときなど、自

転車からほんのちょっと離れている間

に盗まれてしまうことがあります。少

しの間でも、必ず鍵を掛けましょう。

○効果あり！防犯登録

　防犯登録をすると、盗難防止に視覚

的な効果があり、また、盗まれた自転

車の早期発見・返還につながります。

自転車を購入するときや譲り受けたと

きには、防犯登録をしましょう。

○自宅や学校でも必ずロック！

　安全と思える自宅の敷地内や駐輪場

でも、自転車が盗まれることが少なく

ありません。駐輪するときは、どんな

場所でもしっかりと鍵を掛けましょう。

○車上狙いに注意！

　御船警察署管内では、車上狙いも発

生しています。駐車するときは、わず

かな時間でも必ず鍵を掛け、車内に貴

重品などを置いたまま車外に出ないよ

うにしましょう。

▲

お問い合わせ先

　御船警察署

　志０９６‐２８２‐１１１０

 興 甲佐保育園　　　　志096-234-0186

仁田子老人会訪問３月３日(水)

卒園式３月20日(土)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 若草保育園　　　　志096-234-0013

フォトフレームつくり３月５日(金)

お別れ会３月19日(金)

卒園式３月20日(土)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 竜野保育園　　　　志096-234-0519

ジャガ芋植え３月５日(金)

保育参観３月６日(土)

お別れ遠足３月10日(水)

卒園式３月27日(土)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 乙女保育園　　　　志096-234-3947

卒園式３月25日(木)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 緑川保育所　　　　志096-234-0789

ひなまつり３月３日(水)

卒園式３月27日(土)

 園庭開放(土・日曜日、祝日を除く)

 興 地域子育て支援センター
    (竜野保育園内)        志096-234-0305

カレンダー作り３月１日(月)

手型あそび３月３日(水)

ジャガ芋植え３月５日(金)

散歩３月８日(月)

お別れ遠足３月10日(水)

誕生会に参加３月12日(金)

２歳児との交流３月15日(月)

思い出帳づくり３月17日(水)

園庭あそび３月19日(金)

お別れパーティー３月24日(水)

 育児相談(月～金曜日)

 体験保育(午前９時30分～正午）

自転車を盗まれないために
いつでもどこでも２ロック

御船警察署

くらし安くらし安全全
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　平成22年度のスポーツ安全保険の加

入受け付けが今月から始まります。

　子ども会や運動クラブなど団体活動

を行う５人以上で加入できます。万一

のけがや賠償責任に備えて加入しま

しょう。

▲

加入対象者　団体活動を行う５人以

上で加入できます。

▲

対象　団体で活動中の事故、または

団体活動への往復中の事故

▲

保険内容　傷害保険、賠償責任保険、

共済見舞金

▲

掛金　子ども・600円～、大人・活

動内容によって金額が異なります。

▲

お問い合わせ先

　苛スポーツ安全協会熊本県支部（苛

　熊本県体育協会内）

　志０９６‐２１３‐９０１５

　苛熊本さわやか長寿財団では、高齢

者の健康、生きがいづくりを目的に、

第22回熊本県シルバースポーツ交流大

会を開催します。

　スポーツ愛好家の皆さん、奮ってご

参加ください。

▲

競技種目　ラージボール卓球、テニ

ス、ソフトテニス、ゲートボール、ペ

タンク、ゴルフ、健康マラソン、弓道、

剣道、グラウンド・ゴルフ、なぎなた、

太極拳、ソフトバレーボール、サッ

カー、ダンススポーツ、以上16種目

▲

競技会場　熊本県民総合運動公園ほ

か４会場

▲

日程　５月10日（月）～22日（土）

※競技種目別の詳しい日程については、

　大会パンフレットをご覧ください。

▲

参加資格　県内在住者で、60歳以上

の人（昭和26年４月１日以前に生まれ

た人）

※健康マラソン女子は、50歳代の人も

　参加できます。

※全国健康福祉祭北海道・札幌大会に

　出場した人は、参加できない種目が

　あります。

▲

参加費　個人競技・１人５００円

※団体競技は、種目により金額が異な

　ります。

▲

募集期限　３月19日（金）

▲

申込方法　町福祉課または町教育委

員会においてあるパンフレットにてお

申し込みください。

▲

お問い合わせ先

　苛熊本さわやか長寿財団生きがい推

　進課

　志０９６‐３５４‐３０８３

　上益城建設高等職業訓練校では、平

成22年度の訓練生を受け付けています。

　本校では、働きながら木造建築物に

関する技術を取得でき、建築士・施工

管理士試験などの受験対策にも役立ち

ます。多くの皆さんの入校申し込みを

お待ちしています。詳しいことについ

ては、お問い合わせください。

▲

募集条件　郡内の工務店などの事業

所に勤務する建築従事者など

※新卒者を含み、年齢は問いません。

▲

訓練学科　木造建築科

▲

訓練開校日　毎週木曜日

▲

訓練期間　３年間

▲

訓練内容　座学201時間、実技実習

114時間

▲

特典　本格木造技術者早期養成、建

築士・施工管理士受験対策、大工１・

２級技能士指導、各種建設関係資格指

導あっせん

▲

受付期限　３月25日（木）

▲

お申し込み・お問い合わせ先

　上益城建設高等職業訓練校

　志０９６‐２８２‐０３３９

　平成22年度国家公務員採用試験（大

学卒業等程度）の日程については、次

のとおりです。

▲

試験区分

○国家公務員採用Ⅰ種試験

・受験資格　①昭和52年４月２日～平

　成元年４月１日生まれの者、②平成

　元年４月２日以降生まれで大学を卒

　業した者、平成23年３月までに卒業

　見込みの者および人事院が認める者

・受験申し込み受付期間　①インター

　ネット：４月１日（木）～３日

　（土）、②郵送・持参：４月１日

　（木）～８日（木）

・第１次試験日　５月２日（日）

○国家公務員採用Ⅱ種試験

・受験資格　①昭和56年４月２日～平

　成元年４月１日生まれの者、②平成

　元年４月２日以降生まれで大学・短

　大・高専を卒業した者、平成23年３

　月までに卒業見込みの者および人事

　院が認める者

・受験申し込み受付期間　①インター

万一のけがに備えてスポーツ
安全保険に加入しましょう

除スポーツ安全協会熊本県支部

お知らお知らせせ

▲▲ ▲▲ ▲▲

お知らせ掲示お知らせ掲示板板

第 22回 熊 本 県 シ ル バ ー
スポーツ交流大会参加者募集

除熊本さわやか長寿財団

募募集集
上益城建設高等職業訓練校
訓 練 生 募 集 の お 知 ら せ

上益城建設高等職業訓練校

平成22年度国家公務員採用
試験(大卒程度)のお知らせ

人事院九州事務局
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 な
つ
か
し
矢
部
の
里
 

古
田
　
幸
子

い
 

ろ
 

り

新
春
の
光
り
を
放
ち
 今
 日
出
ず
 

本
田
　
信
子

い
ま

［俳　句］

目
覚
む
れ
ば
た
だ
一
面
の
銀
世
界
感
慨
深
く
わ
が
町
を
見
る
 

緒
方
　
明
美

窓
際
に
茎
を
伸
ば
せ
る
シ
ク
ラ
メ
ン
の
咲
き
古
り
し
花
蝶
の
ご
と
見
ゆ
 

赤
星
　
延
子

美
し
き
尾
を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
振
り
て
仲
良
し
の
二
羽
の
鶺
鴒
何
を
啄
む
 

田
添
　
徳
子

一
面
に
積
も
り
し
雪
は
朝
の
日
に
眩
し
く
光
る
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
 

塚
原
　
暁
益

大
晦
日
の
十
六
夜
の
月
冴
え
渡
り
年
の
収
め
と
言
う
ご
と
く
照
る
 

本
田
冨
美
子

南
天
の
朱
実
に
積
も
る
初
雪
を
揺
ら
し
て
落
と
す
老
い
の
戯
れ
 

松
本
ぬ
い
子

初
春
の
光
や
さ
し
く
差
す
道
の
落
ち
葉
踏
み
し
め
散
歩
楽
し
む
 

森
田
　
房
恵

わ
が
町
の
団
地
五
階
に
灯
り
無
し
住
み
難
い
の
か
空
き
家
と
な
り
て
 

内
田
乃
武
子

白
梅
の
蕾
ふ
っ
く
ら
膨
ら
み
て
空
は
青
空
差
す
陽
も
や
さ
し
 

井
上
ユ
リ
子

晴
れ
渡
る
浅
黄
の
空
ゆ
射
す
光
に
庭
面
の
雪
の
斑
に
解
く
る
 

上
村
　
か
ず

一
夜
に
て
雪
の
積
も
り
し
路
地
来
れ
ば
達
磨
が
ひ
と
つ
正
座
し
て
居
り
 

吉
永
由
紀
子

里
に
住
む
同
級
生
の
逝
き
て
よ
り
独
り
と
な
り
て
残
る
淋
し
さ
 

本
田
　
隆
章

久
々
に
大
雪
降
れ
る
驚
き
と
嬉
し
さ
に
少
し
丸
め
て
見
た
り
 

上
村
や
す
美

成
人
の
晴
れ
着
の
孫
と
並
び
立
つ
今
日
の
幸
せ
溢
る
る
ば
か
り
 

内
山
タ
ミ
エ

拾
わ
れ
し
黒
き
子
猫
は
一
年
を
過
ぎ
て
家
族
の
顔
と
な
り
た
り
 

渡
辺
　
幸
士

皆さんの作品をお待ちしております。

（町公民館事務局　緯096-234-2447）

［短　歌］ 米納　三雄 選
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西寒野大祇神社の雪景色（西寒野区・井上英利さん提供）



（敬称略）き動のとひ

DATA
平成22年１月31日現在

増　減人口・世帯数

9男 5,362

11女 6,121

20計 11,483

6世帯数 4,142

１月11日（月）～２月10日（水）

お誕生

　住　所　　　氏　名　　　性別 保護者 

田　口　石坂 蓮  美  香 　女　麻　紀
れ み か

豊　内　古田　 堅  晟 　男　昭　憲
けん せい

中横田　田上　 虎  龍 　男　　将
こ りゅう

ご結婚

　　　　　住　所　　　氏　名 

　　夫　岩　下　岩崎　雅和

　　妻　熊本市　平山　沙織

おくやみ

　住　所　　　氏　名　　　年齢　世帯主

田　口　布田　正弘　66　誠一郎

白　旗　田上シズ子　76　美智雄

南三箇　田上　一登　95　育　男

吉　田　米村　正道　96　正　英

上早川　小林ツキメ　87　　学

豊　内　井上　タシ　96　山本泰生

岩　下　村上　　續　83　淳　一

白　旗　井芹　光雄　88　敬　一

上　揚　赤星　源藏　90　サチ子

緑　町　杉本ムメ子　91　ムメ子

糸　田　塚 　初惠　91　弘　治

岩　下　松永　素生　68　和　子

上早川　美濃田ムワ　81　　浩

灼

編
　
集
　
後
　
記

March 201015

日
本
勢
の
活
躍
も
あ
り
、
盛
り
上

が
り
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
冬
季
五
輪
。

今
回
の
開
催
で
、
テ
レ
ビ
観
戦
を

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
競
技
は
、

カ
ー
リ
ン
グ
競
技
。「
氷
上
の
チ
ェ

ス
」
と
呼
ば
れ
、
２
チ
ー
ム
が
戦
略

を
立
て
て
、
交
互
に
氷
上
で
石
を
投

げ
合
い
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。

た
だ
、
最
大
の
関
心
事
は
競
技
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
テ
レ
ビ
解

説
。
初
心
者
の
心
を
競
技
の
魅
力
へ

と
い
ざ
な
い
、
上
級
者
の
目
を
的
確

な
戦
略
分
析
で
競
技
の
本
質
に
向
け

さ
せ
る
語
り
口
が
印
象
的
だ
っ
た
前

回
大
会
の
解
説
は
、
メ
ダ
ル
級
。

今
大
会
も
、
そ
の
語
り
口
は
健
在

で
、
カ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
マ
イ
ナ
ー

な
競
技
の
醍
醐
味
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
、
競
技
へ
の
敬
意
と
愛

情
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し
た
。

情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
仕

事
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
今
回
も
感

心
す
る
こ
と
し
き
り
。
４
年
後
の
観

戦
も
ま
た
楽
し
み
で
す
。 

（
と
）

　
今
回
は
、
旧
糸
田
村
庄
屋
の

緒
方
家
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
近
世
の
肥
後
細
川
藩
の
地
方

行
政
区
画
は
、
郡
か
ら
手
永
、

手
永
か
ら
村
に
と
い
う
よ
う
に
区
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
郡
代
、
惣
庄
屋
、

庄
屋
が
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
今
の

組
織
に
強
い
て
当
て
は
め
る
な
ら
、

県
振
興
局
長
、
町
長
、
区
長
と

いっ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
郡
代
は
、
は
じ
め
は
郡
奉
行
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
宝
暦
の
改

革
で
郡
代
と
な
り
、
惣
庄
屋
ら
に

対
し
職
務
の
指
示
を
し
ま
し
た
。

惣
庄
屋
は
、
手
永
内
の
各
村
を

指
揮
し
、
そ
の
下
で
村
を
統
括
・

代
表
し
て
い
た
の
が
庄
屋
で
し
た
。

　
庄
屋
は
、
行
政
組
織
の
最
末

端
と
し
て
、
村
の
人
蓄
数
の
調
査

を
し
た
り
、
貧
困
者
の
救
済
、
年

貢
や
雑
税
の
賦
課
・
徴
収
と
い
う
、

百
姓
と
日
常
的
に
接
す
る
こ
と
が

仕
事
で
し
た
。

　
こ
の
内
、
郡
代
と
惣
庄
屋
は
知

行
取
り
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

職
掌
で
あ
っ
た
の
か
は
、
藩
庁
で

あ
っ
た
細
川
家
の
永
青
文
庫
に
史

料
が
多
く
存
在
し
て
、
あ
る
程
度

の
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
村
の
長
で
あ
る
庄
屋
の
職
掌

に
つ
い
て
は
、
史
料
の
多
く
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
分
散
し
て
い
る
こ
と

や
地
域
性
も
あ
り
、
な
か
な
か
具

体
的
に
分
か
り
づ
ら
い
も
の
で
す
。

(

　
そ
の
中
で
、
甲
佐
町
糸
田
 
旧

)

糸
田
村
 
の
緒
方
家
文
書
は
、

量
・
質
と
も
に
県
内
屈
指
の
も
の

で
す
。
県
立
図
書
館
の
文
書
調

査
で
は
、
１
３
９
４
番
ま
で
番

号
が
つ
け
て
あ
り
ま
す
が
、
一
括
し

て
「
書
状
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た

も
の
も
あ
り
、
そ
の
数
は
膨
大
で
す
。

　
緒
方
家
が
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
早
い
段
階
か
ら
糸
田
村
の
庄

屋
を
世
襲
し
た
家
柄
だ
か
ら
で
す
。

　
多
く
の
地
方
文
書
は
、　

世
19

紀
に
入
っ
た
文
化
・
文
政
期
の
も

の
で
す
が
、
こ
こ
に
は
、　

世
紀

18

前
後
の
元
禄
～
正
徳
期
の
早
い
段

階
の
糸
田
村
関
係
文
書
が
、
伝

来
し
て
い
ま
す
。
庄
屋
は
、
　

世
18

紀
中
ご
ろ
の
宝
暦
こ
ろ
ま
で
は
世

襲
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
後
に
所

替
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
任
地
に
根
ざ
し
た
者
は
少
な

く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
緒
方

家
は
連
綿
と
し
て
糸
田
村
庄
屋
と

し
て
あ
り
続
け
て
い
ま
し
た
。（
次

号
に
続
く
）

▼
『
甲
佐
町
史
』
編
さ
ん
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課
町
史
編
纂
係

　
緯
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
３
１
０

～～～～～～～～～～町町町町町町町町町町史史史史史史史史史史編編編編編編編編編編ささささささささささんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよりりりりりりりりりり((((((((((11111111118888888888))))))))))～町史編さんだより(18)～～～～～～～～～～～
甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐のののののののののの歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史をををををををををを紡紡紡紡紡紡紡紡紡紡いいいいいいいいいい甲佐の歴史を紡いででででででででででで

　甲佐町の庄屋文書(前編)
町史編集委員  花岡 興史（近世）

〔 町史編さんだより 〕

江戸時代、緒方家が庄屋を世襲していた糸田
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広報

木の風景［78］

船津阿蘇神社の

スギ

所在地：船津

スギ　＜スギ＞

スギ科スギ属 ［常緑高木]

　船津の船津阿蘇神社には、鳥居をく

ぐり社殿へと進む参道に、参拝者を静

かに迎える杉並木が立ち並ぶ。

　同神社は、江戸時代の1670（延慶

３）年に建立され、阿蘇神社の祭神で

ある健磐竜命（たけいわたつのみこ

と）などを祭る。

　境内には、不動明王像や阿弥陀如来

像などを安置する船津仏像堂もある。

参拝すると頭髪が黒くなると伝えられ

るため、同堂は「黒髪さん」とも呼ば

れている。

＜説明＞

　日本各地で広く自生し、また有用樹

として古くから盛んに植林されている。

神社などにも植えられているものも多

い。

　大きいものは高さ約60㍍、直径約６

㍍に達する。幹は真っすぐ伸び、樹皮

は暗赤褐色で縦に裂ける。葉は鎌上針

形で、枝にらせん状につき、長さ0.4

～1.2㌢で、小枝ごとに枯れて落ちる。

　花は雄花と雌花があり、４月ごろ開

花する。球果は、長さ２～３㌢の卵状

球形で、10月ごろ成熟する。

今月の表紙

２月21日(日)西村民俗資料館で

の「とつげき！甲佐の資料館！」

でのひとコマ。地域の皆さんに

縄の作り方を習う子どもたち


